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１．はじめに
　十勝平野は石狩平野に次ぐ北海道第二の
平野であり、幕別町（中川郡）はその十勝
の中央部よりやや南部に位置する。（図１）
十勝は西に日高山系、北は大雪山系に囲ま
れ、南と東は太平洋に面したやや盆地状の
地形であり、夏は南東の季節風によって暖
かい空気が送られてくるが、親潮の上を通
過することによって海霧が発生し、内陸に
入るにしたがい霧は消える。また、太平洋
側からの風が吹く時は雲が多く、北西の風
の時は晴天で暑い。冬季は主に北西の季節
風が吹き、北海道の日本海側に多量の雪を
降らせる。北西の季節風が日高山脈を越え
るときのフェーン現象により十勝は晴天と
なるが、夜間放射冷却現象で朝方の冷え込
みは厳しい。
　農作物の作付は、戦後に大豆、小豆が増
反されたが、豊凶などで営農が安定せず、

昭和40年代から大豆、小豆、いんげんに変
わって耐冷作物の馬鈴薯、甜菜が増えた。
小麦が増えたのもこの頃で、現在の畑作四
品が出揃った。馬鈴薯栽培の歴史は古く、
記録に残っている作付は明治39年の86反で
ある。JA幕別町管内における近年の栽培
面積は平成11年2,145haを最高に令和３年
は1,694haとなっている。作付け品種は多
種多様であり、でんぷん原料用にはコナフ
ブキ、加工食品用にはトヨシロ、ワセシロ、
さやかなど、青果用には男爵、メークイン、
キタアカリ、とうや、ホッカイコガネ、イ
ンカのめざめなどが栽培されているほか、
地域内で使用するための種芋生産にも取り
組んでいる。青果用のメークイン、とうや、
インカのめざめと加工用のさやかは、特に
力を入れている品種であるが、その中でも
「インカのめざめ」については平成９年か
ら現地にて生産者の協力を得て３年間の栽
培適性評価に取り組み、平成12年には共同
研究を行う関係者へ原料供給を行うために
生産体制を構築し、流通を開始した。

２．�JA幕別町カラフルポテト研究会の取
組み

　上記の取り組みを開始するまでは、ただ
ひたすらに栽培して収穫することだけを追
求していた生産者だったが、「インカのめ
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「インカのめざめ」の販売拡大を目指して
～小粒でも大きなブランドに！～

図１　幕別町の位置図
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４．�「インカのめざめ」じわじわと栽培広
がる

　寝かせると甘みが増す特徴を利用して、
２年間の熟成、１年間の熟成、そして今年
産。同じ「インカのめざめ」であるが３種
の「インカのめざめ」で黄色の濃さと甘み
の違いは明らかだった。（図３）２年熟成
が最も甘く黄色が濃い。JA幕別町の熟成
試験では１年半の熟成期間が良いとの結果
であったが引き合いが強く、１年前後の熟
成から出荷することとなった。なお、見た
目品質の限界は２年であった。
　「インカのめざめ」は、もともと小粒で
あるが、美味しい付け合わせとして２Ｓサ
イズやＳサイズがよく流通していた。（図
４）あまりの小ささに「これって規格外で
すか？」と疑念をいだかれたことが度々あ
るくらい。『これが「インカのめざめ」です』
と説明し、熟成期間中にできる「表面のシ
ワ」や「芽が出ている」というクレームに
は『調理前によく洗い、芽を取れば問題は
ありません』など、寄せられる声にもひと
つひとつ丁寧に説明をして、冷蔵庫での保
管と早く召し上がっていただくことをお願
いしてきた。
　このような地道な取り組みの結果、北海

道生まれの「インカのめざめ」は、じわじ
わと人気を広げて、平成15年から16年頃に
はホテルやレストランで「色鮮やかで味が
良く、名前の響きも興味を引く」というこ
とでメニューに取り入れる店が増えること
となった。平成16年当時、スーパーで男爵
いもが600g（１袋）198円であったのに対
し、インカのめざめは同298円と高めの価
格設定。しかしながら、まだまだスーパー
などで見かけるのは少なく、ご家庭の食卓
ではなじみが薄い時期であった。
　その後、需要の伸びに伴いJA幕別町の
作付面積も順調に増えている。平成17年の
インカのめざめ栽培面積は60haで生産者
は47戸であったが、現在（令和３年）では
171ha（図５）で54戸となり、１戸当たり
の栽培面積は1.3haから3.2haと2.5倍にまで
増加している。具体的には、毎年８月から
９月にかけて収穫して、すぐに冷蔵貯蔵施
設で冷やし、年内の出荷はせず、１年前後
の熟成期間を経て販売している。

５．今後の展望
　「インカのめざめ」については、ジャガ
イモシストセンチュウ抵抗性が備わってな
いという問題もあり、JA幕別町での栽培図３　じわじわと人気を広げた「インカのめざめ」

図４　熟成インカのめざめ「２Ｓ」
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面積は現在がピークと考えられるが、これ
までの活動を引き継いで、個性的な「イン
カのめざめ」の様々な価値を持続・PRす
るためJA幕別町の現場力を広げて更にパ
ワーアップさせたいと考えている。
　そのひとつに、「インカのめざめ」の商
品開発の取り組みがある。JA幕別町では
平成30年に食品開発課を新設して加工品の
開発を進めた結果、令和２年に冷凍食品「熟
成インカのめざめ」（内容量250g、365円（税
抜））の冷凍フライドポテトを発売してい
る。（図６）

　この商品は、油を一切使わずに、カット
した原料を蒸して急速冷凍させたものであ
る。この「熟成インカのめざめ」をベース
商品に据え、令和３年はグラタンやお菓子
など地元有名店とコラボ商品を展開する計
画である。また、全国の消費者に「インカ
のめざめ」を通年で味わっていただけるよ
う、インターネットショップを立ち上げて
「熟成インカのめざめ」を販売している。
このような取り組みを継続することによ
り、知る人ぞ知るという商品に育てあげ、
競合しない市場を見つけ出したい。
　現在、JA幕別町では馬鈴薯産地として
ジャガイモシストセンチュウ類対策につい
て抵抗性品種のへの切り替えを進めてい
る。抵抗性を持たない「インカのめざめ」
も将来の品種切替が必要であり、抵抗性を
持つ個性的な新品種が登場することを期待
している。それまでの間、生食用やスナッ
ク菓子用、地元商品開発用など「インカの
めざめ」の市場を成熟させ、お客様が買い
たいと思う気持ちをつくり続ける産地を目
指したい。

図５　JA幕別町馬鈴薯作付と「インカのめざめ」作付面積
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図６　「インカのめざめ」の冷凍フライドポテト
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